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新役員のご紹介       （企業５０音順） 

理 事 長 中川  哲  ㈱ 昭和バルブ製作所社長 

副理事長 濵口 浩一  宮部鉄工 ㈱社長 

副理事長 岡  一嘉  日の本辨工業 ㈱社長       

理   事 奥村 恵一  ㈱ オーケーエム社長     

理   事 清水 康裕  清水工業 ㈱社長       

理   事 和田 正憲  ㈱ 清水合金製作所社長    

理   事 清水 智弘  ㈱ 清水鐵工所専務 

理   事 角田 孝幸  角田鉄工 ㈱社長       

理   事 廣瀬 一輝  廣瀬バルブ工業 ㈱会長    

理   事 古川 昌孝  古川工業 ㈱社長 

理   事 松尾 誠吉  松尾バルブ工業 ㈱社長 

専務理事 田部 信一  事務局専任         

監   事 大須賀 貴幸  ㈱ 大鳥製作所社長 

監   事 松林 良蔵  ㈱ マツバヤシ会長 

第 31 期通常総会を開催 

当
組
合
の
第
三
十
一
期
通
常
総
会
は
䣍
五
月
二
十
五
日
午
後
四
時
三
十
分
よ
り
料
亭

䣓
や
す
井
䣔
で
䣍
組
合
員
二
十
五
名
䥹
委
任
状
四
名
䥺
の
出
席
と
䣍
来
賓
に
彦
根
市
長

大
久
保
貴
氏
䣍
同
産
業
部
長
黒
澤
茂
樹
氏
䣍
滋
賀
県
東
北
部
工
業
技
術
セ
ン
タ
䤀
所
長

山
中
仁
敏
氏
䣍
同
参
事
松
本
正
氏
䣍
彦
根
商
工
会
議
所
会
頭
小
出
英
樹
氏
䣍
滋
賀
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
も
の
づ
く
り
支
援
室
室
長
川
口
栄
蔵
氏
を
迎
え
開
催
さ
れ
た
䣎 

 
各
議
案
は
慎
重
に
審
議
の
う
え
可
決
さ
れ
る
と
と
も
に
䣍
役
員
改
選
で
は
䣍
中
川
哲

理
事
長
が
留
任
さ
れ
た
䣎 

 

総
会
で
は
䣍
議
長
に
古
川
工
業

㈱
社
長
古
川
昌
孝
氏
を
選
出
し

議
事
の
審
議
を
行
䣬
た
䣎
第
一
号

議
案
䣓
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報

告
書
並
び
に
収
支
決
算
書
・
利
益

剰
余
金
処
分
䥹
案
䥺
䣔
に
つ
い
て
䣍

第
二
号
議
案
䣓
平
成
三
十
年
度
事

業
計
画
書
䥹
案
䥺
並
び
に
収
支
予

算
書
䥹
案
䥺䣔
に
つ
い
て
䣍
第
三 

号
議
案
䣓
借
入
金
最
高
限
度
額
並

び
に
取
引
金
融
機
関
決
定
の
件
䣔
䣍

第
四
号
議
案
䣓
経
費
の
賦
課
及
び

徴
収
の
件
䣔䣍
第
五
号
議
案
䣓
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件
䣔
に

つ
い
て
上
程
し
䣍
五
議
案
全
て
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
䣎 

 

こ
の
な
か
で
䣍
第
五
号
議
案
の

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
䣍
選
考
委 

員
に
よ
る
役
員
選
出
が
な
さ
れ
䣍

別
記
の
通
り
理
事
・
監
事
が
選
出

さ
れ
た
䣎
ま
た
䣍
通
常
総
会
終
了

後
新
理
事
に
よ
る
理
事
会
が
開

催
さ
れ
䣍
理
事
長
に
中
川
哲
氏

䥹
留
任
䥺
䣍
副
理
事
長
に
濵
口
浩

一
氏
䥹
留
任
䥺
䣍
岡
一
嘉
氏
䥹
新

任
䥺
専
務
理
事
に
田
部
信
一
䥹
留

任
䥺
が
選
出
さ
れ
た
䣎 

 

第 23 期 青年部総会を開催 

新部長に松尾直樹氏が就任 

 

青年部 新役員のご紹介 

部  長 松尾 直樹  松尾バルブ工業㈱ 

副 部 長 清水 康裕  清水工業㈱ 

理  事 山田 雄一郎  安治川鉄工㈱ 

理  事 松林 克蔵  ㈱マツバヤシ 

理  事 宮嶋 俊介  ㈱ミヤジマ 

監  事 中川 陽介  ㈱昭和バルブ製作所 

  

安
全
標
語
の
募
集 

  

七
月
一
日
よ
り
全
国
安
全
週

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
䣎
こ
の
習
慣

行
事
に
合
わ
せ
䣍
今
年
も
䣓
安
全

標
語
䣔
の
募
集
を
行
い
ま
す
䣎
平

成
三
十
年
度
の
全
国
安
全
週
間

ス
ロ
䤀
ガ
ン
は
䣍
䣓
新
た
な
視
点

で
み
つ
め
る
職
場 

創
意
と
工

夫
で
安
全
管
理 

惜
し
ま
ぬ
努

力
で
築
く
ゼ
ロ
災
䣔
で
す
䣎
多
数

の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

   
 

野
球
大
会
始
ま
る 

  

組
合
恒
例
の
軟
式
野
球
大
会

は
䣍
五
月
二
十
七
日
を
皮
切
り
に

九
チ
䤀
ム
の
参
加
で
始
ま
り
ま

し
た
䣎
予
定
通
り
進
め
ば
六
月
三

十
日
に
決
勝
戦
を
行
い
ま
す
䣎 

  

編 

集 

後 

記 
 

 
  

今
年
で
三
回
目
と
な
る
滋
賀

県
立
大
学
工
学
部
䣓
機
械
シ
ス
テ

ム
工
学
概
論
䣔
特
別
講
義
は
䣍
㈱

オ
䤀
ケ
䤀
エ
ム
常
務
奥
村
晋
一

氏
が
講
師
と
し
て
七
月
十
日
に

䣓
機
械
と
地
場
産
業
䣔
と
題
し
て

授
業
を
行
い
ま
す
䣎 

 

ま
た
䣍
䣓
新
人
・
若
手
社
員
向

け
研
修
会
䣔
を
七
月
十
二
日
に
開

催
し
ま
す
䣎
現
在
三
十
名
程
度
の

申
込
が
ご
ざ
い
ま
す
䣎 

 

八
月
二
十
二
日
に
開
催
し
ま

す
䣓
兵
神
装
備
㈱
滋
賀
工
場
䣔
施

設
見
学
会
に
は
二
十
七
名
の
参

加
申
し
込
み
が
ご
ざ
い
ま
し
た
䣎 

 

そ
の
他
の
事
業
に
お
い
て
も

計
画
通
り
実
施
し
て
い
き
ま
す

の
で
䣍
本
年
度
も
組
合
員
各
位
の

積
極
的
な
参
加
・
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

 

第
二
十
三
期
青
年
部
総
会
が
六

月
一
日
会
員
十
三
名
䥹
委
任
状
五

名
䥺
と
来
賓
に
滋
賀
県
中
小
企
業

青
年
中
央
会
会
長
田
神
武
士
氏
と

中
川
理
事
長
を
迎
え
開
催
さ
れ

た
䣎 総

会
で
は
䣍
小
野
部
長
の
議
長

に
て
第
一
号
議
案
䣓
平
成
二
十
九

年
度
事
業
報
告
と
決
算
書
䣔
に
つ

い
て
䣍
第
二
号
議
案
䣓
平
成
三
十 

年
度
事
業
計
画
䣍
予
算
書
䥹
案
䥺
䣔

に
つ
い
て
䣍
第
三
号
議
案
䣓
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ

い
て
䣔
を
上
程
し
䣍
各
議
案
と

も
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
䣎 

 

ま
た
䣍
本
総
会
を
持
ち
ま
し

て
奥
村
晋
一
氏
と
清
水
勝
也
氏

の
二
名
が
青
年
部
卒
業
と
な

り
䣍
青
年
部
会
員
は
十
七
名
に

な
䣬
た
䣎 

 

https://www.shiga₋vl.jp 

䣓
組
合
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
䣔

更
新
し
ま
し
た 

  

組
合
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ

の
更
新
を
行
な
い
ま
し

た
䣎 セ

キ
䣻
リ
テ
䣵
䤀
対

策
も
強
化
し
䣍
映
像
紹
介

や
ス
マ
ホ
で
も
見
や
す

く
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

尚
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
下
記
の

通
り
で
す
䣎䣓
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
䣔

か
ら
䣓
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
䣔
に

変
更
い
た
し
ま
し
た
䣎 

 

新
組
合
員
加
入
の
ご
紹
介 

  

六
月
一
日
付
け
で
䣍
新
し
く
大

宗
株
式
会
社
が
組
合
に
加
入
さ
れ

ま
し
た
䣎 

 

業
種
は
銅
・
銅
合
金
鋳
物
鋳
造

業
で
䣍
昭
和
二
十
四
年
四
月
創
業
䣍

本
社
工
場
は
彦
根
市
古
沢
町
六
三

五
番
地
で
す
䣎
そ
の
他
概
要
は
次

の
通
り
で
す
䣎 

 

代
表
取
締
役
社
長
鈴
木
宗
嗣
氏 

 

電
話 

２
２
・
１
５
５
７ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
・
０
７
０
９ 




